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１ はじめに  

 上川管内校長会は、旭川市を除く上川管内 

３市 17 町２村の公立小中学校に所属する 91 名 

の会員で組織している。例年、年１回の管内 

公立小・中学校長教育研究大会は、旭川市小 

学校長会・旭川中学校長会とともに三校長会 

で連携を図りながら実施している。また、各 

市町村及び地区の研修会を推進しながら上川 

教育持向上に向け研鑽に努めている。本年度 

はオンラインの他、会同による研修会も徐々 

に再開することができた。 

                                                          

２．研究計画 

（１）研究の方針 

  ① 学校経営及び教育活動の交流を図ることを通して、豊かな人間性を育てる教育課程の編

成に努めるとともに、市町村及び地区毎の研修を一層活性化し、その交流を図りながら、

成果を管内的に積み上げ集約していく。 

  ② 道小研究大会、全連小研究協議会及び道中研究大会、全日中研究協議会への積極的な参

加と、その成果を管内教育の深化・充実に生かすように努める。 

（２）研究主題 

  ①基本主題（令和元年度策定 ３か年継続研究） 

  「ふるさとを愛し 他者と協働しながら 未来を切り拓く力を育む 学校教育の創造」 

  ②研究主題及び小主題 

  【研究主題Ⅰ】「創意と活力に満ちた学校経営の推進」 

    ・小主題１「学校経営ビジョンの実現と活力ある学校経営」 

    ・小主題２「教育改革を進める学校づくりと評価を生かした学校経営」 

   【研究主題Ⅱ】「社会に開かれた教育課程の創造」 

     ・小主題１「確かな学力の向上を目指す教育」 

    ・小主題２「豊かな心や新たな社会形成能力を育てる教育」 

    ・小主題３「健やかな体やたくましい心身を育てる教育」 

    ・小主題４「今日的な教育課題に対応する教育」 

（３）研究推進と事業計画 

  ①研修組織と運営に関すること（管内・地区組織及び運営と連絡調整） 

  ②道小研究大会、全連小研究協議会及び道中研究大会、全日中研究協議会に関すること 

  ③会員の研修に関すること（上川管内公立小・中学校長教育研究大会の開催、各地区研究会

の開催、今日的な課題に関する研修会の実施） 

④研究資料の収集・提供に関すること 

⑤研究のまとめ「啐啄」の編集と発行に関すること 

令和３年度 上川地区の研究活動 
 

研修部長 中富良野町立中富良野小学校 

校長 金 光  保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇◇ 地区別校長研修会 ◇◇ 

（7 月 30 日 南部地区 富良野市） 



⑥その他、研究・研修に関すること 

３ 研究活動の概要 

（１）全連小各種委員会調査への協力 

（２）上川管内校長会地区別研修会の開催（主管校長会はローテーション） 

 ・中部地区７月 27 日（火）オンライン開催（主管：比布町） 

 ・北部地区７月 28 日（木）会場：士別市 

  ・南部地区 7 月 30 日（金）会場：富良野市 

（３）上川管内小・中学校長教育研究大会 ※オンライン開催 

  ○主 催 上川管内校長会・旭川市小学校長会（主管）・旭川市中学校長会 

  ○期 日 令和３年８月４日（水） 

  ○講 演 北海道教育庁上川教育部長 池野 敦 氏 

 （４）第 64 回北海道小学校会教育研究大会石狩・千歳大会 ※オンライン開催 

  ○期 日  令和３年９月 10 日（金）～11 日（土） 

  ○会 場 千歳市 

（５）第 73 回全連小研究協議会石川大会 誌上発表大会 

○期 日 令和３年 10 月 14 日（金）～15 日（土） 

  ○会 場 金沢市 

（６）第 63 回北海道中学校長会研究大会宗谷・稚内大会 ※オンライン開催 

  ○期 日 令和３年 9 月 24 日（金）～25 日（土） 

  ○会 場 稚内市 

（７）第 72 回全日中研究協議会静岡大会 ※誌上発表大会 

  ○期 日 令和３年 10 月 21 日（木）～22 日（金） 

  ○会 場 和歌山市 

（８）今日的な課題に関する研修会 ※中止 

   

 

４ おわりに 

今年度も新型コロナウイルスの感染の拡大から、計画していた多くの研究大会や研修会の中止

や変更を余儀なくされたが、参加人数の多いものはオンライン、少数のものは会同で開催する等

の工夫をしながら校長会の研修を少しずつ再開することができた。 

たとえコロナ過にあっても、校長として研鑽を深めていく歩みを止めることはできない。今後、

様々な工夫をしながら、職能の向上や今日的な教育課題に対する研鑽を深め、自校の学校経営に

資する努力をしていきたい。少ない研修の機会を活かし、会員間のネットワークを強固にしなが

ら、創意に富む信頼される学校経営の充実を図るとともに管内の教育に貢献していきたい。 

 

 


